
7　　「栃」の中国語音は lì それとも xiàng ？

　

１

　

も
う
五
、
六
年
前
に
も
な
ろ
う
か
、
香
港
の

ネ
ッ
ト
上
を
大
い
に
盛
り
上
げ
た
文
字
に
「
駅
」

の
字
が
あ
る
。
こ
の
字
、
わ
れ
わ
れ
に
日
本
人

に
と
っ
て
は
何
の
変
哲
も
な
い
文
字
だ
が
、
香

港
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
な
ん
と
も
奇
妙
な
文

字
に
映
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
曰
く
、“
請
問
有

冇
「
駅
」
呢
個
字
㗎
？
”（「
駅
」
な
ん
て
い
う
字

あ
る
の
？
）
と
か
、“
將
軍
澳
嘅
城
中
駅
，
究

境
「
駅
」
呢
個
字
點
讀
？
”（
將
軍
澳
の
城
中
駅
、

い
っ
た
い
こ
の
「
駅
」
と
い
う
字
ど
の
よ
う
に
読

む
の
？
）
と
い
っ
た
質
問
が
相
次
い
だ
。
こ
れ

は
香
港
の
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が
Ｍ
Ｔ
Ｒ
（
地
鐡
）

將
軍
澳
駅
上
に
建
設
し
た
二
つ
の
高
層
ビ
ル
を

“
都
會
駅
”と“
城
中
駅
”と
ネ
ー
ミ
ン
グ
し
大
々

的
に
売
り
出
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
し
か

もY
ouT

ube

な
ど
で
「
駅
」
の
字
音
を
中
国

語
で
「
駅
」
を
表
す
「
站
」（[tʃa:m

22]

）
と
訓

読
さ
せ
て
い
た
の
で
、
混
乱
に
拍
車
を
か
け
た

よ
う
で
あ
っ
た
。

　

言
わ
ず
も
が
な
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
「
駅
」

の
本
字
で
あ
る
「
驛
」
の
声
符
の
部
分
が
日
・

中
に
よ
っ
て
簡
略
化
の
仕
方
が
異
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
き
て
い
る
。す
な
わ
ち
、香
港
の
人
々

を
悩
ま
し
た
「
駅
」
の
字
は
、
中
国
の
簡
体
字

で
は
声
符
の
“
砿
”
を
“
嘩
”
に 

、
日
本
の

簡
略
字
で
は
“
砿
”
を
“
尺
”
に 

簡
略
し
た

違
い
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
違
い
は
、
こ
の
ほ
か
に
も
、
桜

（
櫻
）、
広
（
廣
）、
対
（
對
）、
浅
（
淺
）
な
ど
の

文
字
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な

本
字
の
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
日
中
間
の
簡

略
化
の
違
い
が
あ
る
だ
け
な
の
で
、
本
稿
の
議

論
に
は
含
ま
な
い
。
本
稿
で
議
論
の
対
象
と
す

る
も
の
は
「
栃
」「
峠
」「
粂
」「
麿
」
⋮
⋮
と
い
っ

た
い
わ
ゆ
る
国
字
あ
る
い
は
和
製
漢
字
と
呼
ば

れ
て
い
る
日
本
生
ま
れ
の
漢
字
の
こ
と
で
あ
る
。

新
井
白
石
は
、「
國
字
ト
イ
フ
ハ
本
朝
ニ
テ
造

レ
ル
異
朝
ノ
字
書
ニ
見
ヘ
ヌ
ヲ
イ
フ
。 

故
ニ
、

ソ
ノ
訓
ノ
ミ
ア
リ
テ
音
ナ
シ
」（『
同
文
通
考
』、

杉
本
つ
と
む
編
、
一
九
七
三
、『
異
体
字
研
究
資
料

集
成
』
第
一
巻
、
雄
山
閣
、
二
四
三
頁
）
と
定
義

し
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
た
日
本
生
ま
れ
の
漢
字

に
つ
い
て
、
そ
の
多
く
は
、
現
行
の
中
日
辞
典

で
は
発
音
ど
こ
ろ
か
文
字
そ
の
も
の
が
収
録
す

ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
中
国
語
を
学
ぼ
う
と
す
る

日
本
人
に
と
っ
て
も
、
日
本
語
を
学
ぼ
う
と
し

て
い
る
中
国
人
に
と
っ
て
も
頭
を
悩
ま
す
問
題

の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
和
製
漢
字
を
い
っ
た

「
栃
」
の
中
国
語
音
はlì

そ
れ
と
もxiàng

？

―
和
製
漢
字
の
中
国
語
音
を
め
ぐ
っ
て

千
島 

英
一

現
代
中
国
語
の
カ
タ
カ
ナ
発
音
表
記
を
め
ぐ
っ
て
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い
中
国
語
音
で
ど
の
よ
う
に
発
音
し
た
ら
よ
い

か
、
を
検
討
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
紙

幅
の
関
係
上
、
今
回
は
主
に
「
栃
」
の
字
に
焦

点
に
当
て
て
考
察
し
て
み
た
い
。

　

2

　

学
生
時
代
の
こ
と
だ
か
ら
、
も
う
四
十
年
以

上
も
前
の
こ
と
。あ
る
日
の
某
先
生
の
授
業
中
、

宇
都
宮
出
身
の
小
林
君
と
い
う
同
学
が
「
先
生
、

栃
木
県
の
“
栃
”
は
中
国
語
で
は
ど
の
よ
う
に

発
音
す
る
の
で
す
か
？
」
と
尋
ね
た
。
間
髪
を

入
れ
ず
に
先
生
応
え
て
曰
く
、「“
栃
”
は
国
字

で
す
が
、“
栃
”
の
本
字
は
“
橡
”
で
す
の
で
、

xiàng

と
発
音
し
ま
す
」と
。
確
か
に
、諸
橋『
大

漢
和
辞
典
』
巻
六
で
も
、

栃
［
國
字
］　

と
ち
。
も
と
杤
に
作
る
。
深
山

に
生
ず
る
喬
木
の
一
。
葉
は
七
枚
の
小
葉
を

具
へ
、
夏
、
淡
黄
色
の
花
を
著
け
、
果
は
栗

に
似
て
食
用
に
供
す
る
。
橡
。
七
葉
樹
（
二

九
三
頁
）

　

杤
［
國
字
］　

と
ち
。
樹
木
の
名
。
多
く
深
山

に
生
ず
る
落
葉
喬
木
。
一
説
に
、
と
ち
（
十

千
）
即
ち
万
と
木
の
合
字
と
い
ふ
。
栃
に
同

じ
。〔
應
安
二
年
、
結
城
直
光
書
状
〕
杤
本
上

野
入
道
殿
。（
一
六
八
頁
）

橡　

シ
ャ
ウ
、ザ
ウ　
［
集
韻
］似
兩
切　
［
養
］

ㄒ
ㄧ
ㄤ　

hsiang
4　

①
木
の
名
。
と
ち
。
つ

る
ば
み
。 

七
葉
樹
科
の
落
葉
喬
木
。（
以
下
、

略
）（
五
六
〇
頁
）

と
あ
り
、
白
川
静
博
士
の
『
字
統
』
に
も
、

栃　

と
ち　

国
字　

と
ち
の
本
字
は
橡し

ょ
う。

七

葉
樹
科
の
落
葉
喬
木
。
と
ち
に
は
他
に
も

〔
類る

い
じ
ゅ
み
ょ
う
ぎ
し
ょ
う

聚
名
義
抄
〕
に
樣
（
様
）・
杼
・
朽
・
佇
・
栩

な
ど
の
字
を
あ
て
る
が
、
杼
・
栩
は
く
ぬ
ぎ
、

樣
は
橡
の
実
。
朽
は
お
そ
ら
く
佇
の
誤
字
。

国
字
の
栃
は
ま
た
杤
に
も
作
り
、
栃
は
十と

ち千

の
木
の
意
で
あ
ろ
う
と
い
う
。（
六
六
二
頁
） 

  と
記
述
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
爾
来
、
学

生
か
ら
教
学
の
立
場
へ
と
変
わ
っ
て
も
、
栃
木

県
は
ず
っ
とX

iàngm
ùxiàn

で
通
し
て
き
た
。

　

3

　

そ
ん
な
折
り
、
二
〇
〇
九
年
一
〇
月
、
中
国

で
『
中
国
語
言
生
活
緑
皮
書
』（
教
育
部
語
言
文

字
信
息
管
理
司
組
編
）
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
こ

に
「
日
本
漢
字
的
漢
語
読
音
規
範
（
草
案
）」（
一

―
四
頁
）
が
あ
り
、
漢
語
文
献
中
使
用
頻
度
の

高
い
と
さ
れ
る
三
二
字
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
そ

の
中
に
「
栃
」
の
字
も
含
ま
れ
て
い
た
。
該
書

の
「
栃
」
の
字
音
はlì

で
あ
っ
た
。
試
み
に
、

中
国
か
ら
の
留
学
生
た
ち
に
聞
い
て
も
そ
の
ほ

と
ん
ど
がlì

と
発
音
し
て
い
た
。理
由
は
、「
栃
」

の
字
形
が
「
枥
」（
音lì

、
意
味
は
「
飼
い
葉
桶
」。

本
字
は
「
櫪
」）
に
似
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。

　

で
、
昨
今
、
多
く
の
自
治
体
が
中
国
と
友
好

都
市
な
ど
を
締
結
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
栃
木

県
で
は
如
何
と
、
栃
木
県
庁
は
国
際
課
な
る
部

署
に
電
話
を
か
け
、「
栃
」
の
中
国
語
音
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
、
聞
い
て
み
た
。
す
る
と

相
手
側
（
栃
木
県
は
浙
江
省
と
結
ん
で
い
る
）
が

栃
木
県
をLìm

ùxiàn

と
発
音
し
て
い
る
の
で
、

そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
と
の
こ
と
。う
ー
む
。

な
ん
と
い
う
見
識
の
な
い
こ
と
か
。
と
い
う
の

も
「
栃
」
の
字
に
つ
い
て
は
、
中
田
祝
夫
氏
が

そ
の
著
『
日
本
語
の
世
界
４　

日
本
の
漢
字
』
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（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
二
年
）
で
、「
栃
」
の
字

の
起
源
と
変
遷
を
詳
細
に
論
じ
、
そ
れ
ま
で
使

わ
れ
て
い
た
「
杤
」
字
な
ど
に
代
わ
っ
て
、
明

治
中
央
政
府
の
小
賢
し
い
一
役
人
に
よ
っ
て
作

ら
れ
た
と
思
し
き
「
栃
」
字
が
、
明
治
十
二
年

の
太
政
官
布
達
以
来
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
し
て
、
こ
の
文
字
使
用
の
歴
史
を
無
視
し
た

暴
挙
に
大
憤
激
し
、

「
栃
」
字
が
作
ら
れ
、
そ
れ
が
世
に
普
及
す

る
ま
で
の
過
程
に
は
、
日
本
人
と
し
て
思
い

出
し
た
く
な
い
よ
う
な
苦
い
体
験
が
あ
っ
た
。

し
か
し
、こ
れ
は
一
つ
の
教
訓
で
あ
る
か
ら
、

日
本
人
と
し
て
は
、
自
虐
的
に
反
省
し
て
お

く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。（
一
三
八
頁
）

と
ま
で
書
い
て
い
る
か
ら
だ
。
中
田
氏
の「
栃
」

は
「
杤
」
に
非
ず
と
い
う
こ
の
言
、如
何
と
す
？ 

い
わ
ん
や
「
杤
」
が
「
枥
」
な
ん
て
中
田
氏
な

ら
ず
と
も
言
語
道
断
の
こ
と
で
は
な
か
ろ
う

か
。

　

4

　

同
じ
自
治
体
で
あ
っ
て
も
新
潟
県
で
は
新
潟

県
議
会
が
き
ち
ん
と
し
た
見
識
を
示
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
や
り
玉
に
挙
げ
た
の
が
ほ
か
な
ら

ぬ
「
潟
」
の
字
で
、

　
「
県
や
国
の
関
係
団
体
の
中
国
向
け
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
新
潟
を
「
新
泻
」
と
し
て
い
る

も
の
が
あ
る
。
泻
は
「
瀉
」
の
略
字
（
中
国

簡
体
字
）
で
下
痢
の
意
味
だ
。
イ
メ
ー
ジ
を

損
な
う
の
で
「
新
潟
」
と
改
め
よ
、
と
県
議

か
ら
指
摘
さ
れ
た
」（
朝
日
新
聞
二
〇
〇
八
年

三
月
二
三
日
号
）

と
載
っ
て
い
た
。
こ
の
新
潟
の
似
て
非
な
る
文

字
は
あ
く
ま
で
も
非
で
あ
り
、
混
同
す
べ
き
で

は
な
い
と
い
う
新
潟
県
議
の
至
極
ま
っ
と
う
な

見
識
に
比
べ
て
、
栃
木
県
は
依
然
と
し
て
中
田

祝
夫
氏
の
「
日
本
人
と
し
て
思
い
出
し
た
く
な

い
よ
う
な
苦
い
体
験
」
の
反
省
を
ま
っ
た
く
生

か
し
て
い
な
い
と
言
え
よ
う
。
と
同
時
に
、
白

川
静
博
士
の「
漢
字
は
国
字
だ
」（『
漢
字
百
話
』他
）

と
す
る
発
想
に
思
い
を
い
た
す
と
、
和
製
漢
字

に
は
、
わ
が
国
か
ら
そ
の
中
国
語
音
を
示
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

も
う
一
字
、
和
製
漢
字
の
中
国
語
音
に
つ
い

て
述
べ
て
お
こ
う
。「
麿
」
で
あ
る
。
学
生
時

代
に
愛
用
し
て
い
た
『
辭
海
』（
一
九
四
九
、
中

華
書
局
印
行
）
の
古
い
版
で
は
、

麿　

日
本
字
，
以
麻
呂
二
字
合
成
，
讀
若
馬

陸
。為
自
稱
之
代
名
詞
，人
名
亦
多
用
之
。（
一

四
四
三
頁
）

と
あ
る
が
、
前
述
し
た
「
日
本
漢
字
的
漢
語
読

音
規
範（
草
案
）」
で
は
、「
麿
」
の
字
形
が
「
磨
」

に
似
て
い
る
か
ら
か
、
字
音
をm

ó

と
し
て
い

る
。
一
般
に
、「
麿
」
の
よ
う
な
合
字
（
二
字
を

組
み
合
わ
せ
て
一
字
に
し
た
も
の
）
は
複
音
字
と

し
て
、「
瓩
」qiānw

ǎ

（
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）、「
兛
」

qiānkè

（
キ
ロ
グ
ラ
ム
）
な
ど
と
複
音
節
で
発

音
さ
れ
る
。
し
か
る
に
、「
麿
」
に
つ
い
て
は

古
い
時
代
の
辞
書
で
は
は
っ
き
り
とm

ǎlù

と

複
音
節
で
発
音
を
示
し
て
い
る
に
か
か
わ
ら
ず
、

な
ぜ
かm

ó

と
単
音
節
の
発
音
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
ち
ぐ
は
ぐ
さ
か
ら
も
脱
却
す
べ
く
、

和
製
漢
字
の
中
国
語
読
音
く
ら
い
は
、
中
国
に

頼
る
こ
と
な
く
、わ
れ
わ
れ
自
身
の
手
で
決
め
、

世
界
に
向
け
て
提
案
し
て
い
こ
う
で
は
な
い
か
、

と
い
う
の
が
筆
者
の
思
い
で
も
あ
る
。

（
ち
し
ま
・
え
い
い
ち　

熊
本
大
学
）


